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JPI最新セミナー情報

●７月23日：東京ガス㈱2014年度供給計画、重点取組
みと今後の展開
●７月23日：横浜市『未来のまちづくり戦略』
●７月25日：地域の発展に貢献する病院、昭和大学の
課題と方向性について
●７月25日：九州電力㈱スマートメーター用通信シス
テムの取組みとその調達最新状況
●７月28日：経済産業省「ガスシステム改革小委員会」
における議論とLNG調達の課題と今後
●７月29日：再生医療を我が国成長産業とするための
経済産業省の取組み
●７月30日：東北電力、再生可能・次世代エネルギー
システムへの取組み
●７月31日：電源開発、タイ国におけるCCGT（コン
バインドサイクル発電）建設Proj
●８月６日：ＩＨＩ、世界各国LNG受入ターミナル･液
化設備事業の取組み現況と今後
●８月７日：電気事業法改正法（第二弾）改正に伴う
事業影響への法対策実務
●８月８日：NEXCO東日本グループ中期経営計画（平
成26～28年度）とSMH構想

●８月８日：東京電力㈱パワーグリッド･カンパニーの
使命と改革の新たな具体戦略
●８月18日：国土交通省「液化水素運搬船」実用化へ
向けた取組み
●８月20日：大阪ガスグループ2014年度の経営計画の
骨子と今後の展開
●８月21日：水素燃料電池船の実証実験の進捗状況、
実用化への課題等
　問合せ先：JPI（日本計画研究所）マーケティング部
　☎03－5793－9761　E-MAIL：info@jpi.co.jp
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やまびこ新製品発表会に
300名が来場

　発電装置・溶接機・投光機など一般産業機械の販売
を担う、やまびこ産業機械株式会社（広島市安佐南区、
勝又美義社長）は６月24日、東京都大田区の東京流通
センターで、2014年やまびこグループ新製品発表会を
開催した。
　新製品発表会では、冒頭、開会挨拶に立った親会社
の株式会社やまびこ（東京都青梅市）の永尾慶昭社長
は「今年４月から向こう３カ年の新中期経営計画では
開発投資、設備投資を積極的に行い、2017年３月期決
算で売上高1,200億円、営業利益率７％の達成を目指す」
と抱負を述べた。
　続いて、新製品の説明が行われた。潤滑油漏れ、燃

料油漏れを予防するオイルガード（皿）付き「可搬形
マルチ発電装置DGM 1000 MI」、三相電源と単相３線
電源を同時出力できる「防災設備用発電装置PDGM 
600」、国土交通省NETIS登録製品である「発電装置兼
用溶接機（ガソリンエンジン）EGW 185M-IST」、LP
ガスを燃料とする「インバータ・ガスエンジン発電装
置IEG 2200M-PG」などが紹介された。
　会場内に設けられた展示コーナーでは、災害時の停
電対策に備えた非常用電源への需要の高まりを反映し
て、三相（スプリンクラー、消火栓用ポンプなど動力
系電源）と単相（パソコン、ATMなど電灯系電源）の
負荷に１台で同時出力できる防災設備用マルチ発電装
置「PDGM600シリーズ（三相最大出力60kVA/60Hz、
単相最大出力36kVA/60Hz）」などの実機展示や係員に
よる実演が行われ、来場者の注目を集めていた。
　主催者によると、代理店・販売店、建設機械リース・
レンタル業界から約300名が来場した。

防災設備用60kVAマルチ発電装置 可搬形100kVAマルチ発電装置 LPガス燃料仕様の可搬形発電装置
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